
意見 ■今金町は森林が非常に豊かであることからＣｏ２の森林吸収をＪ－クレジット化
（温室効果ガスの排出削減量や吸収量を国がクレジットとして認証する制度）する
ことが有効だと思うのでクレジットの取得事例など次回示してほしい。
■小規模自治体でのユニークな政策や取り組みなど参考に示してほしい。
■ゼロカーボンに向けた国の政策や自治体に求められる内容を示してほしい。

■ゼロカーボンに向けた農地の活用方法
など示して欲しい。
■今金町の温室効果ガスの排出量が４万
２千トンと示されているが人口に対し
て多いのか少ないのか示して頂きたい。
■人口減少が進んでいるが家庭部門によ
る温室効果ガス排出量が減っていない。
国も２０３０年にＺＥＨ（ゼロエネル
ギーハウス／太陽光パネル等による自
家発電住宅）を目指している。ハウス
メーカーの取り組みと中小工務店のノ
ウハウを広げていくことが重要だと思
うので町のバックアップが必要。

今金町グリーン成長戦略検討会

「エネルギービジョンの策定状況について」

令和４年７月１９日（火）に今金町民センターにおいて第１
回今金町グリーン成長戦略検討会が開催されました。
この検討会は２０５０年温室効果ガス排出量実質ゼロを目指
す指針となる今金町エネルギービジョンを策定するとともに、
今後における地域脱炭素化や地球温暖化対策の具体な方策等を
検討することを目的に設置したものです。
第１回検討会では、エネルギービジョン策定支援業務受託者
のＮＴＴデータ経営研究所より概要説明などを受けながら、各
委員による活発な意見交換が行われました。
エネルギービジョン策定まで４回程度の会議を開催する見通
しです。
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▼第１回検討会の主な議題・意見交換での発言内容・
検討会委員名簿などは下記のとおりです。
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▼会議全体の様子

▼委員による意見交換の様子

役職 氏名 所属団体等

委 員 長 伊 藤 修史郎 今金町森林組合

副委員長 小田島 親 守 今金町農業協同組合

委 員 小 川 宏 今金町商工会

〃 菊 地 浩 之 北海道銀行今金支店

〃 瀧 澤 雅 敏 今金町建設協会

〃 天 井 幸 雄 今金町自治会町内会連合会

〃 佐々木 弘 司 今金町校長会

〃 澤 中 裕 之 北海道電力(株)函館支社

〃 樋 口 善 統 一般公募委員

〃 芳 賀 暁 一般公募委員

【今金町グリーン成長戦略検討会委員名簿】

第１回議題 １．正副委員長の選出 ２．今金町グリーン成長戦略検討会の概要について
３．今金町エネルギービジョン策定概要について ４．意見交換 ５．その他

本紙裏面にも情報提供がありますのでご覧下さい。



▶なぜゼロカーボン（カーボンニュートラル）を目指すのでしょうか？
2020年10月、政府は2050年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする、カーボンニュートラル

を目指すことを宣言しました。排出を全体としてゼロというのは、二酸化炭素をはじめとする温室効果ガ
スの「排出量」から、植林、森林管理などによる「吸収量」を差し引いて、合計を実質的にゼロにするこ
とを意味しています。近年、国内外で様々な気象災害が発生しています。個々の気象災害と気候変動問題
との関係を明らかにすることは容易ではありませんが、気候変動に伴い、今後、豪雨や猛暑のリスクが更
に高まることが予想されていることから、今後の地球温暖化対策が大切になってきます。
一人一人の小さな取り組みの積み重ねが地球温暖化防止に貢献します。家庭からできる節電・省エネに

取り組んでみてはいかがでしょうか。【以下、北海道啓発パンフレット】


